地域連携パス（入院時）						入院日　　　　　　年　　　月　　　日　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　
	期間
	入院初期（ ～１ヶ月 ）退院前〇〇ヶ月
	入院中期（ １ヶ月～３ヶ月 ）退院前〇〇ヶ月
	入院後期（ ３ヶ月～６ヶ月 ）退院前〇〇ヶ月

	本人
	□入院に至った経緯の振り返り
□規則正しい生活リズムの確立
□治療目標の設定
	□希望する退院先、日中活動等を表明
（どんなところで、一緒に住みたい人がいるか？退院後にしたいことは？その他、不安なことはなんですか？）
□精神疾患や服薬についての学習
□作業療法への参加（生活リズムを整える）
	□クライシスプランの作成　　□ケア会議
□デイケアや就労支援等の体験利用
□グループホームや入所施設等の体験利用、試験外泊、短期入所利用契約？
□公営住宅、アパートを探す？
□自宅へ帰る。□高齢者の場合（高齢者のサービス等を利用）

	家族・
キーパーソン
	□本人に関する情報提供
□本人との関係、不安事項、希望等の提示
□日常生活上の支援、経済的支援
□生活を支えるお金のこと（障害基礎年金・生活保護）
□金銭管理の支援等を含む（あんしんサポート、成年後見制度）の利用についての説明等
□医療費の軽減（自立支援医療？）
	□面会実施
□今後の方向性の意向提示
□生活を支えるお金のこと（障害基礎年金・生活保護）
□金銭管理の支援等を含む（あんしんサポート、成年後見制度）の利用についての説明等
□医療費の軽減（自立支援医療？）
	□外出、外泊の受入れ
□ケア会議に参加

	医療機関

担当者
（　　　　　）
	□医療、生活、家族状況等の確認
□キーパーソンの確認
□社会資源利用状況の確認
□本人、家族との関係づくり
□多職種によるアセスメントの実施
□関係機関との連絡調整
	□本人・家族への病状説明
□本人・家族への方向性の確認、ニーズ聴取
□院内連携（病棟カンファレンス）
□社会資源の紹介、情報提供
□退院支援委員会の開催
□関係機関との情報共有
	□退院前カンファレンスの開催
□ケース会議の開催
□福祉サービス等の申請手続き
□
□
□

	相談支援事業所
・
市町相談窓口



担当者
（　　　　　）
（　　　　　）
	□入院時の社会資源利用状況の情報共有（相談支援事業所または市町相談窓口）
□入院するまでの、相談員が持っている情報を提供する。
	□関係機関との進捗状況・情報の共有
□モニタリング（時期が合えば）（相談支援事業所）
□本人・家族との顔合わせ
□病院連絡会への参加（中期～後期）（市町相談窓口）
□社会資源の情報提供（市町相談窓口）
□退院後の暮らしのイメージをお聞きする。
（誰とどんなところで、どんなことをしたいかなど。）
□退院後の生活についての不安をお聞きする。（家に帰れない。家族がいない。相談できる人がいない。高齢である。お金がない。金銭の管理が難しい。家事が難しい。体調が不安。）
□ご家族の不安をお聞きする。（お金の問題、住まいの問題、健康の問題等）
	□退院前訪問に同行
□退院前カンファレンスへ参加
□日中活動等の体験利用の振り返り・評価
□本人・家族との顔合わせ、退院後の各担当者の確認
□必要であれば区分調査
□利用契約・アセスメント（相談支援事業所）
□サービス等利用計画の作成。案についての説明、了解、市町への提出。
□病院での退院時のカンファレンス、サービス担当者会議（入所施設、自立訓練、GH？短期入所、居宅介護、B型、A型、生活介護、地域活動支援センター、デイケア等）

	（　保健所　）
	□医療機関との連携（措置、医保なら特に）
□精神保健福祉センターとの連携（措置）
	□病院連絡会への参加（中期～後期）
□本人との面会（措置入院患者。退院後支援事業の説明を精神保健福祉センターが行う。）
□退院後の生活の希望等を本人・家族から聴き取る
	□ケア会議に参加
□退院後支援事業の同意者の計画検討会議に出席し、退院後の支援検討を行う

	（　市役所　　）
	□本人に関する情報提供（地域住民の障害に対する受入れ状況）
	□病院連絡会への参加（中期～後期）
□介護給付申請・支援区分認定調査、要介護度認定調査、申請
□自立支援医療の申請、
□障害年金の申請等
□公営住宅の検討
	□ケア会議に参加
□福祉サービス申請手続き
□介護保険サービス利用申請？

	（　訪問看護　）
	□入院前の訪問看護利用時の情報提供
	□
	□退院前訪問に同行
□退院前カンフアレンスへの参加
□退院後に体調やお薬の管理に不安な方に対し、訪問看護の利用について説明を行う。

	（　生活保護　）
	□要否意見書作成（入院の報告）
	□生活保護の相談・申請など
	□退院後の金銭の流れの説明

	（　社協　　　）
	□成年後見制度、自立相談支援事業等の説明
	□成年後見制度の利用の検討、あんしんサポートの利用についての検討
	□あんしんサポートの契約
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